生活衛生豆知識№35
狂　犬　病　基　礎　知　識　

　
昨年１１月フィリピン帰りの男性二人が狂犬病を発症し死亡するという事故が発生しました。少しでも狂犬病を知っている人にとっては発症イコール死ということを知っていますが、知らない人にとっては衝撃的な事故だったと思います。現在国内の犬の狂犬病予防注射実施率は４０％程度と言われています。世界でも数少ない非発生刻ですが、周辺の国を見ると何時入ってきても不思議でなく、入ったら大発生する可能性もあります。そこで、狂犬病の基本的なことをまとめました。

病因物質　　　　　狂犬病ウイルス（ラブドウイルス科リッサウイルス属）
潜伏期間　　　　　９日から数年、通常は１から３ヶ月程度

感染の経路　　　　感染した動物に咬まれた傷口からウイルスが進入。ウイルスは患部組織で増殖し、神経を伝わって脳に移行し、中枢神経症状が現れます。脳から再び神経を伝い、唾液腺へ移行して唾液中にウイルスが排出されるようになる。

ヒトの症状　　　　発熱、全身倦怠、嚥下困難、特徴として恐水・恐風発作を示し、その後、呼吸障害等の症状を示し死亡する。

発症したら１００％死亡する（発症後治癒した事例は世界で数例）

ヒトからヒトへの感染は無い。

ヒトへの感染動物　ほとんどがイヌ、その他、ネコ、キツネ、北米ではコウモリなどの哺乳動物
国内での発生　　　昭和２９年にヒトが、昭和３１年にイヌが、昭和３２年にネコが発生したが、それ以降の発生はない。海外感染での事例としては、昨年の二人のほかに、昭和４５年にネパールからの帰国した青年のみ。
海外での発生　　　ＷＨＯ（2004年）の推計によると、年間55,000人が狂犬病で死亡して、そのうちの５６％がアジア諸国で発生していると報告している。

2006年の各国の発生状況はインドが19,000人、中国が3,209人、パキスタンが2,490人、バングラデイシュが2,000人、ミャンマーが1,100人と続く。

韓国ではこの数年北朝鮮国境付近で動物の感染が報告され、年々増加している。なお、アジアロシア、北朝鮮の報告は見わたらない。

インドは届出伝染病でないため、実態は報告数の４～５倍以上と推測される。

非発生国：日本、台湾、オーストラリア、ニュージーランド、英国、アイルランド、スウェーデン、ノルウェーなど
予　防　策
　国内での発生防止対策　　

犬の狂犬病予防注射の実施（予防注射の実施率は４０％程度と推定されるが、以前実施していた犬がいるので、抗体保有率は７０％程度ではないか。今後も予防注射の低い実施率が継続されると、狂犬病が日本に入った場合、大きな流行となる可能性がある。）

　　　　　　　　　海外から感染可能性のある動物の持ち込み禁止。ロシア船での犬が問題となっている。

　狂犬病流行国への旅行の場合　　

出国前に狂犬病ワクチン接種（通常３回）を受ける。野性動物に手を出さない。
狂犬病流行国で犬などに咬まれたら

　　　　　　　　　傷口を直ちに流水と石鹸で洗浄し消毒（ウイルスはアルコールなど通常の消毒で死活する）をする。危害動物の狂犬病の確認、危害動物が不明の場合はなるべく早く、狂犬病ワクチン接種を受ける。
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